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不動産業界におけるVRの活用
　株式会社アクティブリテックは、前身のアクティブデザ
イン時代から 30 年以上にわたり建築パースを手がけて
きました。近年では、バーチャルモデルルームやバーチャ
ル展示場といった個々のクライアントのニーズに合わせ
た VR 空間の制作サービスも展開しています。一方で、
中古物件の売買や賃貸の現場でも、内見先の選定に VR
を活用する傾向が見られます。本稿では、不動産売買
や賃貸における VR の活用について考察し、今後の展開
について探ります。

広がりつつあるVR内見サービス
　最近の不動産売買・賃貸の現場では、さまざまな VR
内見サービスが利用されています。従来の物件探しでは、
不動産情報プラットフォームや仲介業者（供給者）が提
供する物件情報と、買い手または借り手（需要者）の
条件を照らし合わせ、条件に合う物件を複数選定して実
際に内見する流れが一般的でした。（以下、実内見）
　VR 技術の発展に伴い、不動産売買・賃貸向けの
VR 内見サービスが登場し、物件探しの過程に VR が活
用されるようになりました。しかし、現在の VR 内見サー
ビスで得られる情報は実内見には及ばず、VR 内見だけ
で成約に至るケースはまだ少ないのが現状です。その
ため、現在流通している VR 内見ツールの多くは、「実
内見先の選定精度を高める」ことを主な目的として活用
されています。

内見の本質的な目的
　そもそも物件を買ったり借りたりする際に内見をするの
はなぜでしょうか。
　まず、物件情報をもとにしたイメージと現実の乖離を
なくすことが挙げられます。従来の物件探しでは、間取
り図や写真をもとに実際の物件の広さや明るさ、雰囲
気、動線などをイメージしますが、それはあくまで予想

に過ぎません。実際に物件を見ることで、初めて正確
な情報を得ることができます。
　次に、机上では得られない情報が多く存在しており、
内見でそれらの情報を得るという目的があります。窓や
物入れの寸法、コンセントやテレビアンテナの位置、既
存の設備、壁紙や床の状態、日当たりや窓からの眺望な
ど、物件情報の資料には記載されていない細かな情報
が多くあります。
　さらに、将来の空間の活用イメージをより膨らませる
ためでもあります。需要者は、空き空間や現入居者が使っ
ている空間ではなく、自分自身が使う場合のイメージを
思い描きます。家具や設備の配置、既存の家具や設備
の利用可能性、新規購入の必要性、インテリアのイメー
ジなど、さまざまな想像を巡らせます。実際の空間を目
の前にすることで、変えられない部分を除いて、自由に
イメージを膨らませることができるのです。

VR 内見が実内見の完全代替となる条件
　VR 内見が実内見に取って代わるためには、いくつか
の条件を満たす必要があります。
　まず、実物とほぼ変わらないレベルの CG で VR 空間
を作ることが重要であると考えます。このとき、スキャン
した CG データを加工して見映えを良くするのではなく、
ありのままの状態を写し取ることが前提となります。CG
データの加工は供給者の集客を目的とする行為であり、
実態に即していないものを需要者に見せている限り、実
内見の代替にはなり得ません。
　また、実内見と同じ動きができるようにすることも重要
です。実内見では需要者の行動に制約がなく、物件内
の隅々を調査することができます。VR 空間でもこの自由
度を担保することで、違和感をなくすことができます。既
存の VR 内見サービスはゲームから着想を得て開発され
ているものが多く、普段ゲームをしない人にとっては操
作しづらい場合があります。そのため、初見の人でもガ

VRを活用した物件探しの
進化と未来

アントレプレナーシップ●5

前田 拓海
 まえだ たくみ

株式会社アクティブリテック
代表取締役
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イドなしで利用できるような操作性や、人間らしい動作
や目線の動きの再現が求められます。
　つまり、供給者が見せたいものを見せるのではなく、
需要者が見たいものを見られるようにすることで、いか
に現実世界と仮想世界を混同させて没入させることがで
きるか、そして実内見の必要性を限りなく排除できるか
という点をクリアすることで、実内見の完全代替となる「真
の VR 内見」に近づくのではないかと思います。

「真のVR内見」を実現させるためのツール
「ActiVR」

　アクティブリテックが開発した「ActiVR（アクティブ
アール）」は、「真の VR 内見」を追求した機能を持つ
ツールです。物件そのままの CG を使っていて、シー
ムレスな移動を可能にするウォークスルー型の VR シス
テムを使用しています。また、シンプルな操作性ととも
に、徹底的に没入することに特化しています。Web ブ
ラウザからでも閲覧することができ、誰でも没入感を体
験することができます。
　なお、ありのままの写実的な CG データを生成する
ためにはハードウェアが必要不可欠であり、当社では
XGRIDS 社が手がけるハンディ3D スキャナーを使用し
ています。このスキャナーは写実的な CG データを生成
できるだけでなく、空間を網羅的に照射する仕様になっ
ており、定点カメラとは違い使用者の経験やスキルに依
存しないという特徴があります。使用者はスキャナーを
片手で持って空間の隅々を歩き回るだけで、三脚も不要
かつ軽量なため、文字通り誰でも簡単にスキャンするこ
とができます。

「真のVR内見」によって見える世界
　不動産売買・賃貸の現場で「真の VR 内見」が主
流となると、供給者・需要者いずれにとっても大きな
メリットが期待されます。まず、実内見自体がほぼなく
なるため、供給者にとってこれまで実内見にかけてい
た人件費や移動にかかる費用が大幅に削減されること
になります。需要者にとっても、現在の物件エリアか
ら実内見先のエリアまでわざわざ足を運ぶ必要がなく
なります。
　さらに、需要者が現地に足を運ぶことなく内見するこ
とができるようになるため、実内見先を選定するという
行為自体もなくなります。これにより、物件探しのプロ
セス全体において、物件情報と需要者の条件を突き合
わせることに集中できるようになります。また、リアルタ
イムで物件を内見しながら横比較ができるようになるた
め、結果的に精度の高い意思決定ができるようになるこ
とが期待されます。
　加えて、時と場所を問わずに実内見と同じ精度で内見
できるようになると、同じ目線で内見できるレビュアーが
増え、関係者全員の認識のズレが限りなく小さくなりま
す。これも意思決定の精度を高める要因となるでしょう。
　今後、全ての物件でこの「真のVR内見」が実装され
るまでには相当程度の期間を要しますが、不動産情報
プラットフォームを中心に変化が進んでいけば、徐々に
新しい世界が見えてくるのではないでしょうか。VR 技
術の進化とともに、不動産業界の物件探しの方法も大
きく変わっていく可能性があり、その先には、より効率
的で満足度の高い物件探しの未来が待っているかもし
れません。◀

＊ VR : Vertual Reality（バーチャルリアリティ）

43

─ 5

写真 2 　ActiVR のもととなる点群データ写真 1　ActiVR。ありのままの状態で VR 空間を生成する

変化の中で、新たな価値を見出し創造していく若き起業家たち。事業に対する想いを聞く。


